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佃 0 月「 日 現在で全国約 400 万世帯を対象に 行われま す廿 

住宅・土地統計調査は、 住宅・土地に 関する大規模で 最も基本的な 

統計調 査 です。 こ 0) 調査は昭和 23 年以来、 住宅統計調査として 5 年 ご   

とに行われてきましたが、 今回から調査内容を ヲ巳 実し、 「住宅・土地 統 

乱調査」と名称を 変えて実施します。 

この調査 は、 暮らしやずい 住宅、 ゆとりあ る生活   
環境を実現するための 住宅建設計画・ 都市計画・ 環 @ ⅠⅠⅠ r 

ウ 
境 整備計画など、 国や自治体が 国民の住生活に 関す 

調査をお願いする 
  

る 施策を進める 上での重要な 資料となります。 
お 宅には、 調査員が 

  

/ 調査票の配布に   ） 

ぱ 9 月下旬 ガら 調査員 ガ おうガガいしますけ 
岡垣 W も約 650 世帯が調査対象になっています。 調査対象とな 

調査をお願い る ぉ 宅には 9 月 23 日から 30 日の間に知事が 任命した調査員が 調 

したお宅には、 査 票を持ってお 伺いします。 記入していただいた 調査 票は 、 10 
- 調査員が調査 同 1 日から 7 日の間に回収に 伺います。 調査内容は、 法律に ょ 

票の回収に り 統計以覚の目的に 使用することは 固く禁じられていますので、       
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l 一一国同町 " ま 一 0ll4 " 更 一 l コ廓 - 
  

回 "  四 "l"", % 良ユ 一 「 甲 
平成Ⅵ 年 W0 月 5 日 (n) から岡垣町の 
一 %t*g, こおいて新任 居 表示が実施さ 

れます。 
それに伴いまして、 萩山町名の郵便 
辞す か 音也になります。 

  新住居表示実施町君 一 一 一 新郵便番号 

・公園通り l 丁目 一 3T 目 8ll-4235 

  鍋田 l 丁目 -2T 目 811-4224 

l 束高場 l 丁目 -3T 目 8ll-4225 

  松ケ台 南 高場 l 丁目 -5 丁目 811-4214 811-4226 
山田 峠 l 丁目 一 2 丁目 8ll-4223 

その 4 の地域については、 りませ 

ん。 
新郵便番号のご 記入をお忘れなく ! 
ご 協力をお 向い いたします 

岡加 郵便局 

  

:,., ヶぜ Ⅰ   
交通死亡事故が 連続 2 件 発 4 ㍉ 
8 月 4 日午 7 ゑ ll 時 20 分ごろ、 遠 賀郡岡 
垣町大字黒山、 くるめラーメン 店前路上 

で、 乗用車同士の 正面衝突事故。 更にそ 
の 2 分後、 8 月 4 日午後Ⅱ 時 22 分ごろ、 
遠賀郡岡垣町大字山田、 岡 垣 バ イ バス上 

で、 オートバイを 運転していた 男性が転 

倒して後から 来た乗用車に 礫 かれ、 それ 

それ l 名が亡くなりました。 速度の出し 

過 きや追い越し 禁止の場所での 無理な追 

い越しが、 事故の原因です。 気と シート 

ペルトを引き 締めて安全運転しましょう。 

竹尾 瞥 祭器 岡垣 交番 
君 2 8 2 一 0 2 9 6   ㍊ め掛掛 ㌻・㌻・ 穏 ， 
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ハリウッド・ナイト ( 
国捺 交流 員 ポーパン・ 
ロミオ と ジュリエッ 

イ
 
ツ
 
ツ
 
）
 
/
 

ペ
ト
 ウィリアム・シェーグスピア ( 英国の劇作家・ 詩人 ) の名作品の ロ 

と ジュリエットは 1594 年ごろに完成されました。 
今まで映画化されたものはだいたい ろ ? き国的で保守的と 言えますが 
年版のロミオとジュリエットは 前にできた映画と 上 ヒ べると、 全然 赳 う 

に見えます。 例えば、 1960 年ごろのバーション、 出 ‥演者が馬に 乗って 
; が 眩 っていましたけれど、 1996 年版は、   時と剣の代わりに 出演者は幸に 
てピストルで 戦っています。 

レオナード・ディカブリ オ がロミオの役として、 クレイア・ ダイン 

- ジ ， Y 」リニットの 役として出演して、 バーズ・ルーマン 監軒にょ っで 作 
た新 「 ィ ， F 品 というのは明らかに 激しく現代的です。 
と き 9 月 28 日、 午後 7 時 一 10 時まで。 
ところ サンリーアイ 視聴， 兄室 

時間表 午後 7 時 - 7 時 2Q 分 挨拶と映画の 説明 
午後 7 時 30 分一 10 時   ヒ映 
余った 時剛 があ れば、 ディスカッシヨンなども 行います。 

申し込み 地域振興課 へ 電話でお願いします。 

英会話教室生募集 
何 % で日常生活に 使 い やすい初級英会話と 中級程度の芙会話教室の 
生を井架します。 

「初級」 10 月から 6 月まで毎週大冊日の 午後 ) 時 15 分から 2 時 30 分 ; 
ヵ ナダ出身のボ ー パン講師 (W 国際交流 且 ) と カナダ的な尻持ちが 大 

いる英会話をしてみましょう。 
「中級」 10 月から 6 月まで毎月第 2 . 第 4 月曜日の午双 10 時から 11 
分 まで、 カーステン 拙師 ( 町 英語指樽助手 ) と K T W T 的な英会話を 
ましょう 0 
ところ 10 月一皿 月 東郷公民館・ 19 月一 6 月中央公民館 
募集人員 初級・中級とせ ， 20 人ずつ。 
募集方法 英会話のバラス 分けとして面接を 行います。 
面接日時                         と 9  月 2R 日 ( 月 ) 、 白 2 百 l 9  時 30 ク チカ ) ら nl け手 3n 

での 2 回役場にて面接するので、 ご 都合の良い日を 選んで し 
しやっでください。 

申し込み 9 月 24 日までに電話で 地域振興課へお 願いします。 

@ い合わせ，申し 込み地域 仮興翠困 
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O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
 

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
 

い
ち
ご
皿
の
コ
ン
 廿
｜
ト
 

 
 

ン
の
 製
作
、
エ
ッ
セ
イ
等
、
幅
広
く
 

問
 い
 合
わ
せ
 
岡
垣
 サ
ゴ
ザ
ク
 才
 
活
躍
。
 

 
 

 
 

「
な
ご
り
 雪
 」
が
大
ヒ
ッ
ト
。
 シ
 

ン
カ
ー
と
し
て
、
ま
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
 

と
き
 
9
 月
 憾
日
 （
金
一
午
後
 
6
 

 
 

 
 

ち
ご
 
蟄
 
文
化
講
演
会
 

ル
力
さ
ん
来
館
 

｜
 

 
 

 
 

講
師
歴
史
研
究
家
石
片
 邦
一
 

と
き
 
（
 
9
 月
Ⅳ
 日
 
・
 る
日
 ）
 

0
 ォ
 @
 幼
稚
園
入
園
前
ま
で
の
お
 

子
様
と
お
母
様
を
対
象
に
し
た
楽
し
 

い
サ
ー
ク
ル
で
す
。
歌
っ
た
り
、
踊
っ
 

た
り
、
の
り
・
ハ
サ
ミ
を
使
っ
た
簡
 

単
な
製
作
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
発
表
会
 

も
大
人
気
の
ひ
と
っ
で
す
。
 

講
師
 
学
研
 幼
児
教
育
専
任
講
師
 

西
山
邦
子
 

と
き
 
9
 月
Ⅳ
 日
 
一
木
一
 

一
の
び
の
び
（
Ⅱ
 才
 １
人
同
前
 こ
 

午
前
 托
 時
か
ら
Ⅲ
時
ま
で
 

一
 
き
ら
き
ら
（
 0
 オ
 ー
Ⅱ
 ォ
こ
 

午
前
口
持
 比
 分
か
ら
は
 時
 %
 分
ま
で
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
ザ
 ウ
 
ナ
 サ
 

7
 
サ
 
Ⅰ
・
和
室
 

定
員
十
五
人
 

と
こ
ろ
 

岡
垣
廿
折
芳
千
 ・
 中
 

ホ
ー
ル
 

（
 ブ
 ラ
・
 
ヴ
 風
と
 波
 ）
 

タ
イ
ト
 レ
 

あ
の
時
、
君
は
若
か
っ
 

た
 

（
文
化
：
諸
演
台
）
 

講
師
イ
ル
カ
 

テ
ー
マ
私
の
キ
ッ
チ
ン
フ
ァ
ー
ム
 

料
金
会
員
 券要
 

 
 

病
院
 鬨
係
 で
働
く
人
の
た
め
の
 医
 

痛
事
務
講
座
で
す
。
就
職
を
希
望
す
 

る
 方
は
も
ち
ろ
ん
ト
ラ
バ
ー
ユ
、
 余
 

暇
を
活
用
し
た
が
方
へ
の
講
座
で
す
。
 

講
師
竹
田
宮
代
 美 
（
医
療
 事
 

務
 研
究
会
顧
問
講
師
一
 

と
き
 
托
 同
 8
 日
（
 木
 一
か
ら
は
 

同
侶
 日
 
（
金
一
の
 人
 
・
 ホ
 ・
金
一
計
 

却
 画
一
午
後
 1
 時
か
ら
 3
 時
㏄
 分
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
廿
方
 Ⅰ
 げ
 /
 ア
 
Ⅰ
・
 2
 

0
4
 ム
ム
井
地
虫
 

土
 

受
講
料
五
万
二
千
五
百
円
一
教
材
 

費
及
び
消
化
税
込
み
一
 

維
持
費
二
千
円
 

問
 い
 合
わ
せ
 
岡
垣
 サ
ゴ
 
ヴ
 Ⅰ
Ⅰ
 午
 

 
 

庶
事
務
講
座
 

何
月
 生
 募
集
 

（
Ⅳ
同
 3
 日
・
Ⅱ
 日
 
・
別
口
）
 

（
Ⅱ
同
 7
 日
の
各
土
曜
日
）
午
前
㏄
 

時
か
ら
は
時
ま
で
 

と
こ
ろ
 
2
0
1
.
2
0
2
 

会
議
室
 

Ⅹ
た
だ
し
㏄
 月
 Ⅳ
日
の
み
屋
外
で
行
 

い
ま
す
。
 

受
講
料
二
千
円
教
材
四
五
百
 

円
 

保
険
料
百
円
 

定
員
二
十
人
 

持
参
初
筆
記
用
具
・
動
き
や
す
い
 

服
装
 
一
 屋
外
の
時
 一
 

決
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ら
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 

申
し
込
み
電
話
で
の
申
し
込
み
は
 

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
直
接
イ
ン
フ
ォ
 

メ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

 
 

-
J
 っ
 Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅰ
（
１
 

%
 
イ
 -
 
フ
 Ⅰ
Ⅰ
 廿
 
@
,
 
Ⅰ
 Ⅰ
Ⅰ
…
Ⅰ
 芽、
 

Ⅱ
 1
 
 
Ⅰ
Ⅰ
 1
 

9
 

月
れ
日
（
木
）
休
館
日
の
た
 め
 利
用
で
き
ま
せ
ん
 
O
 

ゃ
ノ
 



Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 

ジ
 ㌻
 

2
-
 
Ⅰ
 

 
 

 
 

ダ
 を
数
回
行
っ
た
り
来
た
り
し
ま
し
 

僕
の
学
歴
に
つ
い
て
は
、
高
校
生
 

た
け
れ
ど
、
つ
い
に
 7
 歳
か
ら
ず
っ
の
間
、
あ
ま
 り
 数
学
な
ど
と
い
う
こ
 

と
 カ
ナ
ダ
に
移
り
ま
し
た
。
 

と
を
勉
強
し
な
い
で
、
演
劇
と
い
う
 

カ
ナ
ダ
で
の
こ
と
を
考
え
る
と
い
こ
と
に
 
軌
 中
し
 ま
し
た
。
同
校
の
 最
 

つ
も
い
い
思
い
出
を
思
い
出
し
て
、
 

後
の
学
期
の
間
、
三
つ
の
側
に
も
 
出
 

ま
し
た
。
 
や
 け
ど
、
大
学
に
入
っ
で
 

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
 

か
ら
 劇
 と
い
う
こ
と
を
や
め
て
、
 経
 

カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
 市
 と
い
う
と
 

済
 学
と
商
学
に
 集
中
し
始
め
ま
し
た
。
 

こ
ろ
は
色
々
な
国
で
生
ま
れ
て
育
っ
 

大
学
 1
 年
の
間
、
経
済
学
と
商
学
 

た
 人
々
が
来
て
移
民
す
る
と
い
う
 理
 

自
分
は
も
う
け
 
ご
 -
 
う
 

由
 で
自
分
の
育
っ
た
ト
ロ
ン
ト
市
は
 

う
 感
じ
が
し
た
の
で
、
 

高
校
生
の
間
、
僕
の
特
技
は
、
劇
 

を
書
い
た
り
出
演
し
た
り
す
る
こ
と
 

や
、
詩
を
古
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

大
学
生
の
間
あ
ま
り
や
ら
な
か
っ
た
 

ん
で
す
が
、
今
で
も
 劇
と
 詩
の
こ
と
 

を
考
え
た
ら
、
い
つ
も
温
か
い
思
い
 

出
が
浮
か
び
ま
す
。
芸
能
だ
け
じ
ゃ
 

な
く
て
、
映
画
を
見
に
行
っ
た
り
音
 

楽
を
聴
い
た
り
す
る
こ
と
も
好
き
で
 

す
 。
 
夜
の
遊
び
な
ら
、
バ
ー
 
へ
 友
達
と
 

飲
み
に
行
く
と
い
う
こ
と
で
も
嫌
い
 

Ⅰ 

）
 

 
 

白
 

。
 
ゆ
 

㏄
 
6
 

ボ
ー
パ
ン
の
日
記
 
 
 

国
際
的
な
都
市
だ
と
言
え
ま
す
。
 

 
 

 
 

Ⅰ
Ⅰ
 タ
巾
一
 

小
さ
い
こ
ろ
、
僕
の
英
語
が
下
手
 

 
 

で
 自
分
の
意
見
が
な
か
な
か
伝
え
 ろ
 

 
 

、
 
/
 

 
 

セ
 

れ
な
く
て
も
カ
ナ
ダ
で
産
ま
れ
た
 子
 

 
 

供
 連
に
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
ま
 

り
な
か
っ
た
ん
で
す
。
 

 
 

 
 

Ⅴ
 

一
 

ノ
 
Ⅰ
 

は
 歳
の
こ
ろ
、
僕
の
芙
 語
 が
ま
だ
 

小
さ
い
頃
 

ま
だ
カ
ナ
ダ
人
の
よ
う
に
で
き
な
く
 

●
 

岡
垣
町
の
新
国
際
交
流
 員
 と
し
て
て
も
、
良
い
友
 達
 が
で
き
で
カ
ナ
ダ
 

7
 

カ
ナ
ダ
か
ら
や
っ
て
来
ま
し
た
 ボ
｜
 

0
 人
に
溶
け
合
え
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
 

6
 
 
 
5
 

パ
ン
・
ペ
ッ
ツ
 イ
お
 歳
で
す
、
ど
う
人
と
過
ご
し
 
  

2
 

，
よ
ァ
 

に
な
っ
た
と
い
っ
感
じ
 

ハ
 
Ⅰ
 

8
 
2
 

が
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
記
事
の
表
題
の
こ
と
で
 

呑
 
 
 

 
 

て
も
一
生
、
自
分
が
生
ま
れ
で
 4
 

タ
 

表
題
を
こ
の
記
事
に
つ
け
た
か
っ
た
 

歳
 ま
で
育
っ
 
た
 タ
イ
の
こ
と
は
忘
れ
 

/
 

セ
 

ん
で
す
が
、
つ
い
に
、
地
味
な
表
題
ら
れ
な
い
と
 思
 い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
 

援
 

で
 ホ
ン
マ
に
す
み
ま
せ
ん
。
 

ノ
｜
、
又
こ
、
 

支
 

と
り
あ
え
ず
、
 ム
，
 
回
の
記
事
の
 
テ
｜
 

護
 

へ
 何
度
も
行
か
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
 

介
 

て
 は
自
己
紹
介
を
さ
せ
で
 頂
 ぎ
ま
す
，
今
で
も
、
 
父
 
  

宅
 

僕
は
タ
 イ
 で
生
ま
れ
、
 
4
 校
ま
で
 育
ィ
 のこ
と
が
 忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

在
 
●
 

ち
ま
し
た
。
 
4
 歳
か
ら
 7
 歳
ま
で
の
 

学
歴
 

問
 、
父
の
た
め
ら
 い
 で
タ
 イ
と
カ
ナ
 

趣
味
と
好
き
な
こ
と
 

2
 年
に
な
っ
て
か
ら
商
学
の
専
攻
を
 

捨
て
て
、
他
の
こ
と
を
勉
強
し
始
め
 

る
と
エ
 
エ
ナ
と
 m
 じ
 
う
よ
う
に
な
り
ま
 

し
た
，
 

 
 ま

る
一
週
間
前
で
も
自
分
の
習
い
た
 

い
こ
と
が
ま
だ
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
 

 
 

ど
っ
ち
の
 

方
が
習
が
た
い
か
と
選
び
き
れ
な
か
っ
 

た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
選
び
き
れ
 ろ
 

い
と
い
う
理
由
で
コ
イ
ン
ト
ス
「
 コ
 

イ
ン
の
表
芸
ご
と
い
う
こ
と
を
や
っ
 

て
 、
自
分
の
進
む
道
を
運
命
に
任
せ
 

ま
し
た
，
 
果
表
 を
や
っ
た
日
か
ら
 三
 

 
 

強
 と
共
に
専
攻
し
ま
し
た
。
 

 
 

こ
の
二
年
間
が
、
ホ
ン
マ
に
明
る
く
 

 
 

選
び
き
れ
な
く
で
迎
合
に
任
せ
た
の
 

が
 良
か
っ
た
と
思
う
ネ
ン
，
 

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
僕
に
と
っ
て
 楽
 

し
い
夜
は
バ
ー
で
飲
ん
で
か
 

 
 

く
こ
と
に
限
る
と
思
い
ま
す
。
 

や
け
ど
、
一
人
で
居
で
楽
し
め
る
 

 
 

ま
す
。
ト
ロ
ン
ト
市
で
習
っ
た
の
は
 

日
本
の
標
準
語
や
け
ど
、
気
に
人
っ
 

て
い
る
の
は
関
西
の
万
言
で
す
。
 

ト
ロ
ン
ト
市
で
会
っ
た
日
本
人
の
 

友
達
が
だ
い
た
い
関
西
の
人
や
か
ら
、
 

Ⅲ
西
井
が
ち
ょ
っ
と
だ
け
移
っ
て
き
 

て
 、
こ
の
原
稿
も
関
西
弁
で
 帯
 い
て
 

い
ま
す
。
漫
 オ
も
 ス
キ
ヤ
 
デ
 。
 

僕
は
標
準
詰
は
全
国
の
日
本
人
の
 

皆
が
分
か
っ
て
 、
 使
え
る
と
い
う
の
 

が
 便
利
で
エ
 
%
 と
 思
っ
て
い
ま
す
。
 

や
け
ど
、
僕
に
と
っ
て
 腫
 
W
 
庄
嘉
沖
 
が
ち
ょ
う
 

と
 冷
た
く
て
話
 す
 相
手
と
な
か
な
か
 

 
 

ン
ネ
ン
ヤ
ケ
ド
 ナ
 。
関
西
弁
が
好
き
 

 
 

の
方
言
で
も
 エ
 エ
ヤ
ロ
ウ
 
と
オ
モ
ウ
 

 
 未

来
の
希
望
 

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
大
学
の
 3
 年
 ま
 

で
、
「
お
ま
え
の
未
来
の
希
望
は
何
 

ヤ
 ロ
ウ
」
と
父
に
聞
か
れ
た
ら
、
 

僕
 

が
た
め
ら
っ
て
だ
い
た
い
、
父
を
 +
0
 
口
 

ば
せ
る
答
え
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
 ん
 

で
す
。
や
け
ど
、
大
学
の
 4
 年
生
に
 

な
っ
て
気
が
伺
い
た
の
は
、
「
自
分
 

で
き
る
う
ち
に
、
自
分
の
は
ま
っ
 

て
い
て
焦
が
れ
て
い
る
こ
と
を
守
っ
 

て
し
な
け
れ
ば
ア
カ
ン
ヤ
 ナ
 。
」
と
。
 

や
け
ど
、
大
学
の
 4
 年
生
に
な
 

た
ら
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
と
 自
 

 
 

み
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

 
 

好
き
で
す
。
倣
に
と
っ
て
、
経
済
と
 

い
う
の
は
、
生
き
て
い
る
物
の
よ
う
 

に
 分
か
ろ
う
と
す
る
た
め
に
社
会
学
 

や
 、
歴
史
、
人
類
学
な
ど
と
い
う
こ
 

と
を
知
ら
な
け
れ
ば
ア
カ
ン
 と
恩
っ
 

て
い
ま
す
。
大
学
の
教
授
た
ち
は
 

「
お
ま
え
は
ま
だ
ま
だ
若
く
で
幼
い
 

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
考
え
を
抱
い
で
い
 

る
 」
と
よ
く
批
判
さ
れ
ま
す
。
や
け
 

ど
 、
僕
の
信
じ
て
い
る
の
は
、
ち
ょ
う
 

と
純
其
で
 ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
自
分
の
 

焦
 が
れ
て
い
る
こ
と
を
追
わ
な
け
れ
 

ば
ナ
ラ
ヘ
ン
と
 思
い
ま
す
。
 2
 、
 3
 

 
 

に
 戻
っ
て
、
自
分
の
気
に
入
っ
て
 い
 

 
 

自
分
の
で
き
る
限
り
、
自
分
の
は
ま
っ
 

て
い
る
こ
と
が
す
べ
て
で
き
る
な
ら
、
 

何
が
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
ん
で
す
。
 

迷
っ
て
も
、
間
遠
っ
て
も
、
僕
は
僕
 

の
 未
来
を
運
命
に
任
せ
ま
す
」
 

 
 前

の
 キ
ャ
サ
リ
ン
・
 ヒ
グ
ビ
イ
 さ
ん
 

の
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
臥
い
ま
 

す
 。
 

 
 し

ょ
に
国
際
交
流
と
い
う
こ
と
が
わ
 

か
み
よ
う
に
な
り
た
い
と
 m
 い
 い
ま
す
。
 

し
ば
ら
く
岡
垣
町
で
仕
事
を
し
て
こ
 

ら
 ら
で
過
ご
し
ま
す
の
で
、
心
か
ら
 

ヨ
ロ
シ
ク
お
願
い
し
ま
す
。
 

O
 

） 
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と
き
 
7
 月
は
日
（
同
一
 

と
 -
 
」
 ろ
 

水
巻
町
民
プ
ー
ル
 

0
 小
学
 5
 年
生
以
下
の
部
 

呑
 Ⅰ
ハ
 
%
 

し
み
ム
コ
）
 

生
涯
ス
ボ
ー
ッ
の
普
及
と
地
域
 
コ
 

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
つ
く
り
を
目
的
 

と
し
て
「
ふ
れ
あ
 い
 ス
ポ
ー
ツ
 デ
丁
 

を
 開
催
し
ま
す
。
 

と
き
 
㏄
阿
川
口
一
 祝
一
 受
付
 9
 

 
 と

こ
ろ
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

実
施
競
技
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

対
象
小
学
 4 年
生
以
上
の
人
な
 

ら
 ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

チ
ー
ム
編
成
地
域
や
職
場
で
構
成
 

 
 

 
 

表
彰
競
技
は
仙
人
戦
と
し
、
 
そ
 

 
 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
 三
 、
ラ
ッ
キ
ー
 賞
、
 

 
 申

込
み
参
加
中
込
 書
は
 、
社
会
教
 

 
 

有
香
貴
宅
に
あ
り
ま
す
の
で
 9
 月
 

%
 旦
金
 ）
ま
で
に
中
込
ん
で
く
だ
さ
い
 "
 

米
 を
お
、
当
日
の
参
加
受
付
は
で
き
 

ま
ぜ
 ん
 。
 

問
い
古
わ
せ
社
会
教
育
課
 へ
 

㎝
 
却
 
酔
 
㍾
 一
 
%
 
Ⅵ
 
リ
デ
 
・
 

ス
 。
：
 ｜
ツ
 一
 

ー
 
l
 

Ⅰ
 

 
 

 
 

一
人
口
で
配
布
 

リ
 
し
ま
す
。
 

一
哉
同
行
さ
Ⅱ
 

 
 

雑
誌
・
 
ホ
 の
 り
サ
ィ
ク
 

レ
 
Ⅰ
 

せ
 

…
 

㏄
 M
 背
泳
男
子
 

優
勝
中
村
族
人
 

㏄
 M
 自
由
形
女
子
 

優
勝
甲
斐
あ
ゆ
み
 

2
 
 位
向
上
裕
美
 

0
 小
学
 6
 年
生
・
中
学
 1
 年
生
の
部
 

㏄
 M
 平
泳
女
子
 

優
勝
古
川
 頁 梨
絵
 

W
M
 自
由
形
男
子
 

3
 
 位
 
m
 中
敏
和
 

  
第 25 回全日本中学校 
陸上競技選手権 大会 8 と き 同 22 口 ( L,@  一 24 口 ( 月 ) 

  

ところ 山形県総合 辿助 公図 陸 l: 競技場 
l% チ @ ・，， 校 3 年宮崎 勉 くん 
200 メートルでみごと 準決勝まで進出 

く全国バドミントン 大会 ) 
と き 8 月 22 口 ( 土 ) 一 24 日 @) 

ところ 宮城県仙台市体育館 
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